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 訪問看護を利用している多摩市

在住の 85 歳の女性がこんな話をし

てくれました。 

「こうやって１人暮らしが出来る

のは、地域の皆さんのおかげです。

近所のスーパーでも皆さん声をか

けてくれるし、マンションの方も荷

物を玄関まで運んでくれるのよ。本

当にありがたい。そして自分に何か

あった時のために、元気なうちに身

の回りの整理もしているの」と。元

気な時に、いろいろ調べ、考えてい

く事、地域の力を借りて生活して行

く事も大切だと教えてくれました。 

1950 年代では、自宅がもっとも

ありふれた死を迎える場所で、“看

取りの場所”。家族の絆を再確認出

来る大切な儀式。地域社会にとって

も“看取り”は生の実感といのちの

大切さを知る非常に大事な儀式で

した。 

在宅で看取りをされたご家族か

ら聞く言葉の中で、「自宅で最期ま

で過ごさせてあげる事が出来たの

は、ご近所の方の支えもあったか

ら」だったと聞くことがあります。 

自宅で看取ることは、大変ではあ

りますがいろんなサービスを受け、

相談し、介護問題を抱かえない事で

“最後まで自宅で過ごす”ことが可

能になるのではと思っています。 

まだまだ皆様には健康で元気に

第３、第４の人生を楽しんで頂きた

いと心から願っております。 

 

筆者紹介：浜 佳恵 (はま よしえ) 

からきだ駅前クリニック 訪問介護師 

高齢者の健康に関する意識調査

（平成 19年度・内閣府）によると、

“治る見込みがない病気になった場

合、どこで最期を迎えたいか”の回

答結果では「54.6％」の方が自宅を

選んでいます。現実の看取りの場所

は 81％が病院、在宅は 13.9％の結果

となっています。スウェーデンでは

病院 42％、在宅 20％。 

他の国と比べてみても、日本の看

取りの場所は圧倒的に病院となって

います。1950 年代の日本の看取りの

場所は自宅での看取りが当たり前の

時代でした。今後は、日本でも在宅

での看取り数を増やしていく方針と

なっています。 

最後まで自宅で過ごす・過ごさせ

るコツにはいくつかのポイントがあ

るのでご紹介させて頂きます。 

 

1. 相談窓口を探す 

それぞれの地域に包括支援セン

ターがあります。介護保険の申請

や介護相談にのってくれ、アドバ

イスをしてくれる場所です。 

2. 訪問診療・看護など医療サービス

を探す 

急変時の対応が一番心配ではな

いかと思います。24 時間対応し

ている在宅医・訪問看護師を探

し、医療の相談ができるようにし

ておきましょう。 

3. 自分の意思を家族・医療者に伝え

ること 

延命装置の事や、最後は自宅で過

ごしたいのかなど、話すことで統

一した方向性が図れるからです。 

 

 

入門して約四年間は「前座」という修行

期間があり、落語の稽古よりも雑用が主な

ので、本当に落語が好きでないと途中で辞

めてしまう人も少なくありません。私は入

門前から師匠に「修行はこういうものだ」

ということをある程度聞いていたので、同

級生が皆進学し、学生生活を楽しんでいた

のを横目に見るとやはり羨ましく思えて、

最初の二、三ヶ月はとても辛かった気がし

ます。しかし、入門前に師匠が「まず三日

我慢しなさい。その後は三週間、三ヶ月…

半年我慢できれば後はずっと続く。」と教

えてくれた言葉を支えに辛抱しました。 

前座の四年間が明けると「二ツ目」に昇

進し、落語の修行に専念することができま

す。着物も、紋付き、羽織、袴の着用が許

され見た目もより噺家らしくなるので、昇

進が決まった時は本当に嬉しかったもので

す。昇進に合わせて、師匠がお祝いに黒紋

付きを誂えてくれました。師匠の師匠もそ

うしてくれたそうで「だから俺もお前に誂

えてやるんだ」と、そういう粋な風習のよ

うなものも含めてこの世界に憧れていたの

で、とても感激しましたし、今でも大切な

宝物です。 

二ツ目は十年間あり、入門から「真打」

になるまでには約十四年かかります。真打

昇進が決まった時は、喜びよりも重圧の方

が大きかったです。「真打」という言葉は、

落語の世界から出たものですが、一般的に

も存在の大きさというような意味で使われ

ます。もちろん自分が真打にふさわしいな

どと思ったこともありませんから、その肩

書きを背負うということは、これは責任重

大だと思いました。 

昇進のお披露目の高座では寄席でトリを

勤めることができます。私の「ひざがわり 

(トリの前の色物演者)」は北見マキ先生にお

願いしました。子供の頃の寄席通いで憧れた

奇術の先生に自分の「ひざがわり」を勤めて

頂く、これほど幸せなことはなく、一つ夢が

叶った瞬間でした。 

真打になってから三年が経ちましたが、変

わった点は高座に対する意識でしょうか。お

客様に喜んでもらうことはもちろんですが、

その中にライブの良さであったり、自分らし

さのようなものが伝わればより楽しんでも

らえるのではないかと思って勤めています。

子供の頃はじめて寄席へ行った時の感動を

自分が与えられたら最高でしょうね。 

実は仕事という感覚が未だにありません。

他の職を経験していないので感覚がないの

は当たり前かもしれませんが、趣味の延長線

上というのが感覚的には近いかもしれませ

ん。落語と生活が切り離せないのです。もと

もと落語自体が庶民の生活を描いたものが

多いので、その世界と重なる事があったりす

るわけです。オンとオフがあるようでない。

そうなるとこれはもう職業というよりは噺

家という一つの生き方なんじゃないかと。 

この先、落語の中に出てくる長屋の八っつ

ぁん、熊さんや、粋だとか人情というものが

ますます薄れていく時代になると思うので

す。せめて自分は長屋の八っつぁんなり熊さ

んと共感していきたい、それをお客様に伝え

たい。何十年か経って、少しでもそれが出来

たと思えたら、この生き方は間違いではなか

ったと言えるような気がするのです。（完） 

 

筆者紹介：三笑亭可龍 

(さんしょうてい かりゅう) 

1996 年九代目三笑亭可楽に入

門。 2001 年三代目可龍。2010

年真打昇進。多摩市鶴牧在住 

 

 

まだまだこれから 

              

 
三笑亭可龍 

自宅で最期まで過ごすために 

浜 佳恵 

    

地域医療講座シリーズ (第 3回)   噺家という生き方 (第 3回)  

謹賀新年 
唐木田コミュニティセンター運営協議会 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

ハロー From Shobukan   

 
日曜朝市 

地元生産の新鮮な野菜がからきだ菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 27回 1月 19日(日) 9:00～11:00 

第 28回 2月 16日(日) 9:00～11:00 

毎月 1 回実施します（原則第 3日曜日）     

☆場 所：からきだ菖蒲館 玄関前広場 

☆野菜販売：周辺の農業生産者のご協力による 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

    生産者の森政男さんは、高品質のナスを生

産している点が高く評価され、今年の東京

都農業祭で都知事賞を受賞されました。 

 

 

次号は２月下旬 発行予定 

 

からきだ菖蒲館広報紙 

 

 

 
トライ！パソコン教室（初心者向け） 

☆日 時：2月 12日、19日、26日、3月 5日、 
      12日（毎週水曜日）10～12時、5回         

☆定 員：5名（申込み者多数の場合は抽選） 

☆受講料：教材使用料を含め 1回 1000円 

  （初回に 5回分を一括納入願います） 

☆機 器：ノートパソコン（Windows 8） 

  （運営協議会の機器を貸与します） 

☆申 込：往復ハガキに氏名、住所、電話番号を記入

の上、事務局へ郵送（1月末必着） 

☆主 催：地域 ICT化支援特別委員会 

 
※問合せ・申込：042-338-6333(事務局)10:00より 

 

絵本よみきかせ ～おはなしのいす～ 

☆日 時：1月 4日(土) 11:00～11:40 

          2月 1日(土) 11:00～11:40 

☆場 所：2階・和室 （事前の申込みは不要です） 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉・環境部会 

☆問合せ：042-376-4538（白石） 

 
第 11回 からきだ菖蒲館地域医療講座 

～テニスボール、椅子、マットを使って 

楽しく身体を動かしませんか～ 

音楽も取り入れたレクダンス、ストレッチと 

日頃の健康体操にちょっぴり色を添えます 

膝痛の予防、緩和にも有効 ! 

☆日 時：1 月 19 日(日) 13:30～15:00 

☆場 所：2階ホール  動きやすい服装で 

     要室内シューズ、飲物 

☆参加費：100円(保険代含む)  事前申込み不要 

☆講 師：鈴木 公子氏  健康運動指導士 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

 

キッズクラフト VOL.2 

～かわいい「ひょうたん」をペイントしよう！～ 

☆日 時：１月 18日(土)10:00～12:00（受付 9:50） 

☆場 所：２階児童館遊戯室 

☆対象及び定員：年少児童以上 30名 

   （ただし、未就学児は保護者同伴） 

☆参加費：100円 

※大人のみの参加もできます。 

※親子参加で共にひとつずつ作る場合は、 

それぞれ参加費が掛かります。 

※付き添いのみの場合、参加費は不要です。 

☆申込み：12月 14日(土)から唐木田児童館にて受付 

     先着順、電話申込み可（本人及び家族のみ） 

☆共 催：文化部会、唐木田児童館(☎042-338-2277) 

 
        菖蒲館ウォーキング 

    ～小さな春をさがしませんか ～ 
☆日 時：１月 30日(木)（雨天中止） 

☆コース：菖蒲館～愛宕方面緑地～菖蒲館へ 

※行程 約 8 km  約３時間 

☆集 合： 9時 菖蒲館玄関前広場 

☆参加費：100円(保険費含む) 事前申込み不要 

☆持ち物：飲み物、帽子、雨具等 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

 

 

福祉なんでも相談会 

～困っていること何でもご相談ください～ 

相談員は社会福祉協議会の職員です

相談者のプライバシーは守られますので安心してご相談ください 

☆日 時：2月 7日(金) 14:00～16:00 

☆場 所：1階第 1会議室 

☆参加費：無料 直接会場へお越しください 

☆主 催：福祉・環境部会 

☆共 催：社会福祉法人 多摩市社会福祉協議会 

 

   
 

 

 

 

 

 

  

 

 
映画上映会（無料）ご案内 

～懐かしの映画や最新作を楽しみませんか～ 
 

上映作品「英国王のスピーチ」 

英国王室のヒューマンドラマ 

第 63回アカデミー賞受賞作 

☆日 時：1月 22日(水) 開場 13:30 上映 14:00 

    （終了予定 16:30） 

☆場 所：2階ホール 

☆定 員：申込みは不要、直接会場へお越しください 

☆主 催：福祉・環境部会 

    ※「映画同好会」（会員募集中） 

  

 

 
男の料理教室 

～自慢できる料理をひとつ覚えましょう～  

肉じゃが ほか（初心者向け）です 

☆日 時：2月 1日(土) 9:45～13:00 

☆場 所：1階調理室 

☆講 師：山田紀子先生 

☆定 員：12名（申込み先着順） 

☆参加費：500円 ☆主催：福祉・環境部会 
  

  

 

平成２６年度団体登録のお知らせ 

団体登録は毎年更新が必要です。 

平成 26年度につきましては次の通り手続きをお願い

いたします。 

☆受付期日： 2月 1日(土)より 

☆必要書類：団体登録票 

      会員名簿（更新の場合も必要です） 

※必要書類は１月中旬以降、受付に準備予定です 

 
唐木田コミュニティセンター 

事務局スタッフ募集 

☆募集人員：11名(予定) 

☆勤務内容：1日勤務、時間勤務、夜間勤務 

☆募集要項配布・応募受付期間 

：1月 6日(月)～1月 30日(木) 

(13日、27日を除く)9:30～20:00 

☆面接日：2月 8日(土) 

☆採用日：4月 1日(火)  ※3月中研修あり 

 
※菖蒲館は１月から全館・構内禁煙となります 

～ 心癒された 2012年夏 ―― 2014年冬に再びの感動ステージ♪ ～ 

◆ 2014年 2月 8日（土） 17:00 開場/17：30開演      会場：ロビー 入場料：500円 

    出演：柳原 有弥(ヴァイオリン) 中川 幸恵(ピアノ) 小原 由紀(パーカッション)/主催：文化部会 

 
■ピアノ 

中川幸恵（なかがわ ゆきえ） 

武蔵野音楽大学卒業。リサイタル、 

コンクール等の伴奏をする他、ピアノ

デュオ等の演奏活動を行っている。 

また、後進の指導にもあたっている。 

■ヴァイオリン 

柳原有弥（やなぎはら ゆうや） 

東京藝術大学卒業。室内楽やオーケ

ストラのほか、葉加瀬太郎をはじめ、

様々なアーティストのライブのサポ

ートやレコーディングで活躍中。 

＜YU(ワイユー)プロフィール＞ 
2008年 5月 5日、『yu(ワイユー)』を結

成。ヴァイオリン、ピアノ、パーカッシ

ョンのトリオで、クラシックに限らずタ

ンゴ、ポップスなど、様々なジャンルの

音楽を、yuオリジナルのアレンジで演

奏している。 

■パーカッション 

小原由紀（おはら ゆき） 

東京音楽大学卒業。現在、東京音楽

大学において打楽器指導教員を務

めつつ、打楽器アンサンブル等の演

奏活動も行っている。 

 

 

 

  

楽器･楽譜ショールーム ＆ ヤマハ音楽教室 

ココリア多摩センター４Ｆ（多摩センター三越上） 

TEL.042-375-5311 営業時間 10:30～21:00 

http://www.suganami.com/tama/ 

 

 
特 報 


